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コ ンプ苗 ま き増殖試験

沢田 満 ･鹿内 満春 ･三木 文典

は じ め に

天然漁場へのコンプの定着を目的としたコンプ苗まき試験を昨年度に引続 き実施した｡今年度は昨年

度までのようにコンプ種苗を基質に結着する方法を改め､天然採苗によ り直接基質にコンプ幼体を着生

させたものを海底に播いた｡

試 験 場 所

今別町地先および佐井村地先

試 験 期 間

昭和 48年 11月～ 49年 7月

試 験 方 法

天然採苗および養成は昭和48年11月から49年 3月までの間､今別町および佐井村地先の延縄式施設の

中層 (水深 5m )で行なっT:が､基質にはコンクリー ト･ブロック(15cmX 10cmX 7cm､ 2.6kg)杏

使用した｡

そして､昭和49年 3月に､ これ ら幼 コンプの着生 LT:ブロックを今別地先 (90個､面積 3m X 3m )

および佐井村地先 (150個､面積約 5m

x 5m )の海底に播き､その後の状況を

追跡した｡なお､水深は今別町地先では

14m､佐井村地先では10mであっT:｡

追跡調査は､スキューバ潜水iこより基質

を採集しコンプの生育状況を調査した｡

試 験 結 果

a) 今別町地先

コンクリー ト･ブロックに着生してい

たコンプの状況および苗まき場所の枠

取 り結果を第 1表に示した｡苗まき地

点および周辺に生息するウニを除去 し

苗まきを行なった｡

4月の調査ではブロックに着生する

コンプはかなり減少しT二が､残っT:コ

第 1表 今別町地先における苗まきブロックのコンプ

および苗まき場所の枠取 り調査結果

調査月日 ブロックに着生する 苗 ま き 場 所の枠取 り結 果(l〝♂枠× 2)コ ン プ の
状 況Na 着 生個体数

平 均 葉 長49年3月27日 l 267本 50cm(-10-100

)2 2944月23日 1
43 50 キタムラサキウニ

2 7 巨lo-80) 34個5月29日

I 4※ 6

- 1- キ
タムラサキウニ
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ンブは噸調に生長 しているのが観察された｡しかし一部のコンプにウニの食害と思われる痕跡が見 ら

れた｡また苗まき地点周辺にはウニが多 く見られ､観察後に採集､除去を行なった｡

5月の調査では､コンプは大部分食害をうけており､ 1m前後の横幕部のみを残す個体がほとんどで

あった｡

b) 佐井村地先

コンクリート･ブロックに着生するコンプの状況および苗まき場所の枠取 り結果を第 2表に示しT:｡

4月の調査では苗まきブロックの垂直面のコンプはほとんどなくなり個体数は減少 したが､残 った

コンプは順調に生長 しているのが観察された｡

6月の調査では､ブロックに着生しているコンプの大部分にウニの食害が見られ一部のブロックは

根茎部のみを残す ものもあっT:｡さらに7月の調査では 6月の調査時に残っT=コンプは全 く見られず､

一部のブロックにコンプの根茎部のみを残すものが見られた｡

考 察

両地先 とも苗まき後 3カ月経過すると､苗まきブロックに着生したコンプはウニによる食害をうけて

なくなっていた｡今後ウニの食害を防ぐために､苗まき実施以前に苗まき場所周辺の広範囲なウニを除

去することや､苗まき場所として､ウニの少ない雑藻 (ホンダワラ･アカハタ等 )繁茂地帯を検討する

必要があろう｡またコンクリー トブロックの垂直面に着生した幼コンプは､苗まき1カ月後ほとんど流

失してしまうことから､基質の形状を改良した方がよいと思われる｡

第 2表 佐井村地先における苗まきブロックのコンプ

および苗まき場所の枠取 り調査結果

調査月日 ブロックに着生するコ ン プ の 状 況 苗まき場所の枠取 り結果(1〝㌔枠 × 2
)Nh 着 生個体数
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